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病虫害は少ない。土壌が湿った場所では

根腐れすることがある。常時湿っている

のではなく、メリハリをつけ、土壌の表

面が乾燥したら、たっぷり灌水するよう

にするとよい。 

美しい自然樹形を生かした剪定がお薦め。

新葉は、枝のまわりに輪生状に伸びるた

め、何本か枝抜きするとよい。樹高に制

約がある場合は芯止めをする。全姿もこ

れに見合う枝張りにまとめるとよい。 

魅力はなんといっても円錐形の樹形。配

植する際、一番配慮したいのがこの樹形。

シルエットを生かした配植にしたい。寒

さには強いが、強い西日や高温多湿に弱

いので配置に気を付ける。 
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好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ◎ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

モミの球果は、枝の上に直立するようにつく。

よく似たトウヒの球果は、枝から下がるように

つく。 

Memo 

円錐形の樹形が美しいためシンボルツリーやク

リスマスツリーに使われる。モミとして流通し

ているものは、近縁種のウラジロモミのことが

多い。モミに比べより標高の高い地域に生育す

るため、平地の高温多湿の環境が苦手。モミの

若枝には黒い短毛があるので見分けられる。 

生長：やや遅い、針葉樹 特 記 

マツ科モミ属（APGⅢ） 科 名 

常緑／中高木／木本植物／在来種 

ウラジロモミ  [ 裏白樅 ]  

カケス・イカル・シメ 
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